
■ 点　鐘 12：30

伊那中央ロータリー讃歌　　　平澤理ソングリーダー■ ソング  

唐澤稔会長■ 会長談話
　9月は運動会のシーズンで、地元の小学校や保育園に来賓として招待されます。
区長や民生委員の方と一緒になって見学や応援をします。小学校はラジオ体操に
参加します。ところが保育園は我々も出場種目があります。保護者の種目で人足不
足だと出なければなりません。普段、運動不足のため全力疾走はとてもきついで
す。二回戦をやれば息も切れます。いかに日頃の運動が大事かよく分かりました。

　話は変わりますが、今テレビなどで報道されているテニス界の大坂なおみさんは、世界の四大大会
で日本人では初の優勝を成し遂げました。これから先はいろんな面で注目を浴びる事でしょう。相当
のプレッシャーの中で、それを乗り切り勝つ事で真のチャンピオンになれると思います。

次頁へ続く

平澤理幹事　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆下井達典
　熊谷健
　伊澤和男

9月18日、当クラブのゴルフコンペが開催されました。
・優勝/下井 ・準優勝/熊谷 ・3位/伊澤でした。

■ 委員会報告
・9月16日（日）RLIパート2の報告　　　唐澤千明会員

　9月16日（日）朝9時から夕方5時にかけ、パート1と同じ塩尻市市民交流セン
ターにおいて、RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）パート2が開催され出
席しました。
　今回は①戦略計画とクラブの分析、②会員を惹きつける、③（後半）クラブコ
ミュニケーション、④ロータリー財団Ⅱ 目標とする奉仕、⑤強いクラブを創る、

RID2600  2018～2019 第32年度伊那中央ロータリークラブ週報

 

 

ＲＯＴＡＲＹ
ＷＥＥＫＬＹ

ＮＥＷＳ
事務所：長野県伊那市西町 5016-2　電話 0265（76）5858　　例会日：毎週火曜日　　例会場：海老屋料理店 0265（72）2158

会 長：唐澤　稔　　副会長：清水吉治　　幹事：平澤　理　　公共イメージ向上委員長：宮下　健

第1463回例会　平成30年9月25日（火）

2018-2019 国際ロータリーのテーマ

インスピレーションになろう
BE THE INSPIRATION

2018-2019 RI会長
バリー・ラシン

バハマ
（ニュープロビデンス島）

⑥米山記念奨学事業、の6項目のセッションを、6グループ8人位に分かれて研修を行いました。
　研修で気が付いたことで、戦略計画では、今まで単年計画だったが、今後は継続性が必要であり、
各クラブの「ブランド」イメージの重要性をどのように位置づけていくか、が求められてくることを
知りました。
　また、米山記念奨学会では、日本で学ぶ外国人留学生を支援する国際奨学事業プログラムで、日本
独自の活動です。一人年間2万円の寄付を基本とし、日本最大の民間奨学事業です。これまでに支援し
た奨学生数は18,648人（2015年4月現在）、その出身地は世界123の国と地域に及んでいるとのこと
です。クラブによっては、あまりに中国が多いことから見直しを、との声がありました。（県平均で
一人当り14,400円の寄付金、奨学生には月10万円支給で例会参加が義務）
　パート3は11月に、卒業コースは来年3月を予定しています。

◆唐澤稔

◆井上修

今日も雨。日程が色 と々変わり困っていますが、キノコが今年は良さそうです。
雨が続くとキノコが腐ってしまうのが心配です。
お陰様で「伊那西高校インターアクトクラブ他地区研修」を終える事が出来
ました。皆様の支援金をなるべく使わないよう、矢野さんと私の食事代は二
人で908円（1回）とつつましく済ませて参りました。残金は留学生との交流
会に回します。
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・9月16日（日）RLIパート2の報告　　　唐澤千明会員
　9月16日（日）朝9時から夕方5時にかけ、パート1と同じ塩尻市市民交流セン
ターにおいて、RLI（ロータリー・リーダーシップ研究会）パート2が開催され出
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　今回は①戦略計画とクラブの分析、②会員を惹きつける、③（後半）クラブコ
ミュニケーション、④ロータリー財団Ⅱ 目標とする奉仕、⑤強いクラブを創る、

・9月22日（土）～23日（日）RYLAの報告　　　藤澤健二国際奉仕委員長
　9月22日（土）23日の両日に渡り、第30回RYLA in SAKUへ支援留学生の戴安
娜さんと参加して来ました。
　午前11時半に会場の佐久グランドホテル到着。「幸せな人生を送るために知っ
ておきたい5つの法則」木下晴弘氏の基調講演からディスカッションが行われまし
た。今回の参加は68名とインターアクト、ローターアクト、米山奨学生、青少年

留学生と大変に盛りあがりました。実のある2日間の研修を有難うございました。

・9月22日（土）～23日（日）い～なチャレンジin NAGANO（ソフトボール大会）の報告　唐澤稔会長
　伊那中央ロータリークラブが共催しています第9回い～なチャレンジin 
NAGANO大会の報告を致します。大会冊子を回覧で回してありますので見て頂
きたいと思います。9月22日（土）～23日（日）の開催でしたが、前日より雨で
中止が決定されました。しかし前日より泊りで来ているチームもあるので、22日
午後には雨もやみ、グランド状態の良い伊那市美篶グランドを借りて練習試合を

行いました。23日は、表彰はありませんが予定通り試合を行いました。

・9月23日（日）～24日（月）伊那西IAC大阪研修の報告　　　井上修青少年奉仕委員長
　目覚めの大阪一泊二日の旅が終わり信州に向かっています。私の丸投げを受け
てくれたのは大阪在住の杉本哲也さん。松下政経塾出身の若き逸材です。元々の
動機は、私が青少年奉仕委員長という役で伊那西高等学校のインターアクトクラ
ブの担当になり、その一環としての活動に掃除・ボランティアを志向(インターア
クトクラブの活動は群を抜いています)しているクラブ員達に本物を実感してもら

おうと杉本さんに丸投げしました。
　初日は西成地区への訪問。万が一の時の為にカザフスタンレスリングの日本チャンピオンの方をボ
ディガードとして用意してくれる配慮で、絡んできたおじさんもいましたが無事終わりました。1k㎡
に3万人がひしめくこの地域、生活保護11万2千円と日雇いでやりくりしている人達、明らかに他の地
域と違う糞尿のすえた臭いが立ち込める場所、炊き出しに多いと800人が列を為す地域(杉本さんは炊
き出しも続けておられる筋金入りです。炊き出しって何ですか？と質問した子がいましたが、そうな
んですね)、一概に目を背け蔑視してれば言い訳じゃありませんし、ここを徒歩で歩いた女子高校生達
にどんな印象が残ったでしょう。杉本さん曰く、ここに住まざるを得なくなった人は家族と切れた人。
例外もあるが言語能力の低い人とか。家族を大切に目的を持って自己研鑽してくれるといいですが。
ユーチューブで予習して来た高校生たちは「思ったより怖いと感じる人はいなかった」「どこか優し
そうだった」という印象だったようです。
　場所を移して、大阪国際ユースホステルの講演は西成から参加の小児科医師吉岡春菜さん。優しい、
本当に優しい語り口で、但し内容は毅然と同じ女性の立場から示唆に富む内容でした。恵まれない地
域での医療活動。感化されて医師、看護師、作業療法士等目指すインターアクト生がが出ればいいで
すが。
　講演の第二段は同じく西成から参加の野村さん。大阪の洋菓子のお店を切り盛りしている腹の座っ
た方です。この店の逸品 、天使のふわふわほっぺを全員にお土産を用意してくれました。
　二日目は道頓堀の掃除体験でした。伊那市の駅前を毎月一回掃除をやっている生徒達です。一様に
ゴミが多いのに驚いたとか。同じ年代の朝帰りの少女が箒を見て、魔女の宅急便やと囃し立てたり、
そんなんしたって成績上がらんわと捨て台詞を吐いたりしてました。彼女達にどう届いたか。この道
頓堀の掃除は京都のやっさんも(京都の掃除　500回以上連続で続けておられます)駆けつけて来て、講
演もして頂きました。
　【詳細報告は別冊にて】
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■ クラブフォーラム
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「ロータリー情報委員会」　下井達典ロータリー情報委員長

会員数45名　　出席免除会員5名　　長欠会員2名　　本日出席者24名
事前メイク2名　　出席率68.42％　　前回出席率　修正なし

■ 出席報告
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【日本・台湾のロータリーと用語について】
　9月は「ロータリーの友」月間でクラブフォーラムは情報委員会が担当します。
「友」については毎月情報委員さんが詳しく説明をしていますので割愛し、今日
は国際理解を兼ねて近隣国のロータリーについての情報を説明致します。
　偶々私がIAC交流を通じて勉強した中華民國台湾のロータリーについての簡単

な情報です。
　日本と台湾は距離も近く、日本が統治した50年間で現在の基盤を造ったと評価されている事、最初
のロータリークラブを日本人が立ち上げた事等で親しい関係にあると謂えます。東北大震災の時には
断トツの200億円余の義援金が寄せられた事を憶えている日本人も多いと思います。
　台湾のロータリーは近年目覚ましい拡大を続けており、熱心なロータリアンも多く居られます｡（資
料回覧）日台両国間には「日台ロータリー親善會議」が立ち上げられ、2年おきに両国で親善会が開催
されています。（配布資料）両国間の友好・姉妹クラブ数も最多となっています。
　尚、此の親善會議は韓国のロータリーとの間でも開催されています。
　以下レジュメで説明致します。
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次回例会　
10月9日（火）　点鐘　12:30　　場所　海老屋料理店

■ 点　鐘 13：30



講師の杉本氏のFACEBOOKより　2018年9月24日
　昨日、今日と二日にわたって、長野県の伊那西高校のインターアクト部の生徒３０名超と、伊那中央ロー
タリークラブより矢野地区委員さん、伊那食品工業の社長の井上さん等が来阪され、西成のあいりん地区を
ご案内し、道頓堀掃除にご参加頂きました。

　志を実現するには、「誰の役に立つのかを明確にすること」「世の中のルール・仕組みを知ること」「自
分のオリジナリティーを持つこと」の３条件が必要です。
　あいりん地区を歩いてもらって、日本社会の仕組み・ルールについて肌で感じてもらい、道頓堀掃除を通
じて「観光客の役に立つこと」を体験してもらいました。後は伊那に帰って、自分のオリジナリティーにつ
いて向き合って、いい大人になってほしいと思います。

伊那西インターアクトクラブ大阪研修　2018年9月23日（日）～24日（月）






















